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(57)【要約】
【課題】明るい領域（明領域）と暗い領域（暗領域）と
を含む画像をＬＥＤバックライトを備えた液晶表示装置
に表示させる場合に、明領域の周辺領域における光漏れ
を低減すること。
【解決手段】コントローラＩＣ（１２）は、単位領域ご
とに、該単位領域の輝度レベルを、該単位領域に対応す
る画素の画像データに基づいて取得し、単位領域に配置
されたＬＥＤを、該単位領域の輝度レベルに応じた輝度
でバックライト駆動回路（１０）に発光させる。ここに
おいて、コントローラＩＣ（１２）は、単位領域に配置
されたＬＥＤの発光を、該単位領域に隣接する他の単位
領域の輝度レベルが高い場合に制限する。
【選択図】図１



(2) JP 2011-128251 A 2011.6.30

10

20

30

40

50

【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の画素を含む液晶パネルと、
　複数の画素に対応する単位領域を複数含み、各単位領域に少なくとも１つのＬＥＤが配
置されたバックライトと、
　各画素の画像データを取得する画像取得手段と、
　各画素に、該画素の画像データに基づく映像信号電圧を出力する液晶パネル駆動手段と
、
　前記単位領域ごとに、該単位領域の輝度データを、該単位領域に対応する画素の画像デ
ータに基づいて取得する単位輝度取得手段と、
　前記単位領域に配置された前記少なくとも１つのＬＥＤを、該単位領域の輝度データに
応じた輝度でバックライト駆動手段に発光させるバックライト制御手段と、
　を含む液晶表示装置であって、
　前記バックライト制御手段は、
　前記単位領域に配置された前記少なくとも１つのＬＥＤの発光を、該単位領域からの距
離が所定距離以下である他の単位領域の輝度データが所定条件を満足する場合に、制限す
ること、
　を特徴とする液晶表示装置。
【請求項２】
　前記単位領域は、複数の画素に対応する領域であって少なくとも１つのＬＥＤが配置さ
れた小単位領域、を複数含み、
　前記液晶表示装置は、
　前記小単位領域の輝度データを、該小単位領域に対応する画素の画像データに基づいて
取得する小単位輝度取得手段をさらに含み、
　前記バックライト制御手段は、
　前記単位領域に配置された前記少なくとも１つのＬＥＤの発光を、該単位領域に含まれ
る小単位領域のうちその輝度データが所定の輝度条件を満足する小単位領域、に隣接する
他の単位領域の輝度データが前記所定条件を満足する場合に、制限すること、
　を特徴とする請求項１に記載の液晶表示装置。
【請求項３】
　前記バックライト制御手段は、
　前記単位領域に配置された前記少なくとも１つのＬＥＤの発光を、該単位領域に含まれ
る小単位領域のうちの一部の小単位領域の輝度データが前記輝度条件を満足し、且つ、前
記一部の小単位領域に隣接する他の単位領域の輝度データが前記所定条件を満足する場合
に、制限すること、
　を特徴とする請求項２に記載の液晶表示装置。
 
【請求項４】
　前記バックライト制御手段は、
　前記単位領域に配置された前記少なくとも１つのＬＥＤの発光を、該単位領域に含まれ
る小単位領域のうちその輝度データが前記輝度条件を満足する小単位領域、に隣接する他
の単位領域の輝度データが前記所定条件を満足し、且つ、前記他の単位領域に含まれる小
単位領域のうちのすべての小単位領域の輝度データが前記輝度条件を満足する場合に、制
限すること、
　を特徴とする請求項２に記載の液晶表示装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、液晶表示装置に関する。
【背景技術】
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【０００２】
　液晶表示装置において、コントラスト性能を向上させる技術として、ローカルディミン
グ技術が知られている。このローカルディミング技術では、液晶パネルの直下にＬＥＤバ
ックライトが備えられた液晶表示装置において、ＬＥＤバックライトの各所に配置される
ＬＥＤの発光が画像に応じて個別に制御される。
【０００３】
　例えば、このローカルディミング技術を用いて、明るい領域（以下、明領域と記載する
）と暗い領域（以下、暗領域と記載する）とを含む図１１に示す画像を液晶表示装置に表
示させる場合を例に取り上げる。図１２はこの場合のＬＥＤバックライトの様子を示す。
同図に示すように、例えば明領域を多く含む領域Ｂ４，Ｂ５、Ｂ６、Ｃ４、Ｃ５、Ｃ６、
Ｄ４、Ｄ５、及びＤ６に配置されたＬＥＤが高い輝度で発光することになり、それ以外の
領域（明領域を余り含まない領域）に配置されたＬＥＤは低い輝度で発光するか或いは発
光しないことになる。
【０００４】
　かかるローカルディミング技術を用いる場合、通常、明領域を余り含まない領域であっ
ても、その領域が明領域を多く含む他の領域の周辺にある場合（例えば、その領域が当該
他の領域に隣接する場合）には、その領域に配置されたＬＥＤを高い輝度で発光させるよ
うにしている。その結果、例えば、図１１に示す画像の場合に、図１３に示すように、Ｌ
ＥＤバックライトでは、領域Ａ４、Ａ５、Ａ６、Ｂ３，Ｂ７，Ｃ３、Ｃ７、Ｄ３、Ｄ７、
Ｅ４、Ｅ５、及びＥ６に配置されたＬＥＤも高い輝度で発光するようになる。これは、明
領域の表示輝度が不足しないようにするためである。
【０００５】
　なお、下記特許文献１には、明領域だけでなく、明領域の周辺領域も発光させる技術が
開示されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】特開２００７－１８３６３９号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　しかしながら、上記従来の技術では、明領域の周辺領域における光漏れ（いわゆるハロ
ー）が多量に発生し、コントラスト性能の向上を妨げていた。
【０００８】
　本発明は、明るい領域（明領域）と暗い領域（暗領域）とを含む画像をＬＥＤバックラ
イトを備えた液晶表示装置に表示させる場合に、明領域の周辺領域における光漏れを低減
すること、を目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　上記課題を解決するために、本発明に係る液晶表示装置は、複数の画素を含む液晶パネ
ルと、複数の画素に対応する単位領域を複数含み、各単位領域に少なくとも１つのＬＥＤ
が配置されたバックライトと、各画素の画像データを取得する画像取得手段と、各画素に
、該画素の画像データに基づく映像信号電圧を出力する液晶パネル駆動手段と、前記単位
領域ごとに、該単位領域の輝度データを、該単位領域に対応する画素の画像データに基づ
いて取得する単位輝度取得手段と、前記単位領域に配置された前記少なくとも１つのＬＥ
Ｄを、該単位領域の輝度データに応じた輝度でバックライト駆動手段に発光させるバック
ライト制御手段と、を含む液晶表示装置であって、前記バックライト制御手段は、前記単
位領域に配置された前記少なくとも１つのＬＥＤの発光を、該単位領域からの距離が所定
距離以下である他の単位領域の輝度データが所定条件を満足する場合に、制限すること、
を特徴とする。
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【００１０】
　本発明の一態様では、前記単位領域は、複数の画素に対応する領域であって少なくとも
１つのＬＥＤが配置された小単位領域、を複数含み、前記液晶表示装置は、前記小単位領
域の輝度データを、該小単位領域に対応する画素の画像データに基づいて取得する小単位
輝度取得手段をさらに含み、前記バックライト制御手段は、前記単位領域に配置された前
記少なくとも１つのＬＥＤの発光を、該単位領域に含まれる小単位領域のうちその輝度デ
ータが所定の輝度条件を満足する小単位領域、に隣接する他の単位領域の輝度データが前
記所定条件を満足する場合に、制限するようにしてもよい。
【００１１】
　また、本発明の一態様では、前記バックライト制御手段は、前記単位領域に配置された
前記少なくとも１つのＬＥＤの発光を、該単位領域に含まれる小単位領域のうちの一部の
小単位領域の輝度データが前記輝度条件を満足し、且つ、前記一部の小単位領域に隣接す
る他の単位領域の輝度データが前記所定条件を満足する場合に、制限するようにしてもよ
い。
【００１２】
　また、本発明の一態様では、前記バックライト制御手段は、前記単位領域に配置された
前記少なくとも１つのＬＥＤの発光を、該単位領域に含まれる小単位領域のうちその輝度
データが前記輝度条件を満足する小単位領域、に隣接する他の単位領域の輝度データが前
記所定条件を満足し、且つ、前記他の単位領域に含まれる小単位領域のうちのすべての小
単位領域の輝度データが前記輝度条件を満足する場合に、制限するようにしてもよい。
【図面の簡単な説明】
【００１３】
【図１】本発明の実施形態に係る液晶表示装置の構成図である。
【図２】液晶パネルとＬＥＤバックライトとの位置関係を示す図である。
【図３】ＬＥＤバックライトを説明するための図である。
【図４】単位領域を示す図である。
【図５】バックライト駆動回路を説明するための図である
【図６】コントローラＩＣに含まれる回路を示す図である。
【図７】画像の一例を示す図である。
【図８】ＬＥＤバックライトの様子の一例を示す図である。
【図９】バックライト制御回路の動作を説明するための図である。
【図１０】ＬＥＤバックライトの様子の一例を示す図である。
【図１１】画像の一例を示す図である。
【図１２】ＬＥＤバックライトの様子の一例を示す図である。
【図１３】ＬＥＤバックライトの様子の一例を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００１４】
　以下、本発明の実施形態の例について図面に基づき詳細に説明する。
【００１５】
　図１は、本発明の実施形態に係る液晶表示装置２の構成図である。同図に示すように、
液晶表示装置２は、液晶パネル４と、液晶パネル駆動回路６と、ＬＥＤバックライト８と
、バックライト駆動回路１０と、コントローラＩＣ１２と、を含む。
【００１６】
［液晶パネル］
　液晶パネル４は、第１基板（図１において不図示）と第２基板（図１において不図示）
とを含む。第１基板と第２基板との間には液晶が封入されている。第１基板は、ガラス基
板と偏光板等を含む。第２基板は、ガラス基板、偏光板、カラーフィルタ等を含む。
【００１７】
　液晶パネル４は、複数の画素を含む。例えば、液晶パネル４は、１９２０×１０８０個
の画素を含む。すなわち、第１基板において、各画素に対応する画素電極４ａがマトリク
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ス状に配置され、各画素電極４ａは、データラインＤＬと、ゲートラインＧＬとに接続さ
れた薄膜トランジスタ４ｃと、に接続されている。ゲートラインＧＬを流れる信号により
薄膜トランジスタ４ｃがＯＮ状態になったときに、データラインＤＬを流れる映像信号電
圧が画素電極４ａに印加される。
【００１８】
　また本実施形態の場合、液晶パネル４の表示モードがＩｎ－Ｐｌａｎｅ　Ｓｗｉｔｃｈ
ｉｎｇモード（以下、ＩＰＳモード）であるため、第１基板には各画素に対応する共通電
極４ｂがマトリクス状に配置されている。各共通電極４ｂは第１基板に配置された共通ラ
インＣＬに接続されている。なお、液晶パネル４の表示モードは、ＩＰＳモード以外の表
示モード（例えば、ＴＮモードやＶＡモード）であってもよい。
【００１９】
［ＬＥＤバックライト］
　ＬＥＤバックライト８は、液晶パネル４に重なるように配置され、複数のＬＥＤ８ａを
含む。図２は、液晶パネル４とＬＥＤバックライト８との位置関係を示す。
【００２０】
　図３は、ＬＥＤバックライト８を説明するための図である。同図に示すように、ＬＥＤ
バックライト８には複数の単位領域が設定されており、各単位領域の中には複数のＬＥＤ
８ａが配置されている。詳しくは、ＬＥＤバックライト８には複数の単位領域Ａ１～Ａ８
、Ｂ１～Ｂ８、Ｃ１～Ｃ８、Ｄ１～Ｄ８、Ｅ１～Ｅ８、及びＦ１～Ｆ８が設定され、各単
位領域には４個のＬＥＤ８ａが配置されている。図３では、各単位領域は、正方形の領域
であり、Ｎ×Ｎ画素分の面積を有している。
【００２１】
　また、各単位領域には複数の小領域が設定されており、各小領域の中には少なくとも１
つのＬＥＤ８ａが配置されている。図４に一つの単位領域を示す。同図に示すように、単
位領域には４つの小領域（ｓ１，ｓ２，ｓ３，ｓ４）が設定され、各小領域の中には１つ
のＬＥＤ８ａが配置されている。ここでは、各小領域は、正方形の領域であり、Ｍ×Ｍ画
素分の面積を有している。
【００２２】
［コントローラＩＣ］
　コントローラＩＣ１２は、各種回路や内蔵メモリを含むＩＣである。コントローラＩＣ
１２は、液晶表示装置２が表示すべき画像を取得する。例えば、コントローラＩＣ１２に
は、図示しないチューナーが生成した画像が入力される（図１参照）。こうして、コント
ローラＩＣ１２（画像取得手段）は、各画素の画像データ（ここでは、階調値）を取得す
る。
【００２３】
　そして、コントローラＩＣ１２は、取得した画像に基づいて、液晶パネル駆動回路６に
よる液晶パネル４の駆動を制御する。
【００２４】
　例えば、コントローラＩＣ１２は、取得した画像に基づいて、タイミング信号を液晶パ
ネル駆動回路６に出力する（図１参照）。また、例えば、コントローラＩＣ１２は、画素
ごとに、該画素の画像データに基づく信号を、該画素の映像信号として液晶パネル駆動回
路６に出力する（図１参照）。
【００２５】
　また、例えば、コントローラＩＣ１２は、ＬＥＤ８ａごとに、該ＬＥＤ８ａの発光制御
信号をバックライト駆動回路１０に出力する（図１参照）。
【００２６】
　コントローラＩＣ１２の詳しい説明については後述する。
【００２７】
［液晶パネル駆動回路］
　液晶パネル駆動回路６は、図１に示すように、データドライバであるデータライン駆動
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回路６ａと、ゲートドライバであるゲートライン駆動回路６ｂと、を含む。データライン
駆動回路６ａは、タイミング信号に従い、コントローラＩＣ１２から出力された、各画素
の映像信号に対応する電圧を、データラインＤＬを介して、その画素の映像信号電圧とし
て出力する。ゲートライン駆動回路６ｂは、薄膜トランジスタ４ｃをＯＮ状態にするため
の信号を、タイミング信号に従い、ゲートラインＧＬを介して出力する。
【００２８】
　データライン駆動回路６ａと、ゲートライン駆動回路６ｂと、により、液晶パネル駆動
回路６は、各画素電極４ａに映像信号電圧を印加することとなる。
【００２９】
［バックライト駆動回路］
　図５は、バックライト駆動回路１０について説明するための図である。同図に示すよう
に、バックライト駆動回路１０は、ＬＥＤバックライト８に接続される。バックライト駆
動回路１０は、各ＬＥＤ８ａを、コントローラＩＣ１２から出力された該ＬＥＤ８ａの発
光制御信号に従い、駆動する。ここでは、バックライト駆動回路１０は、ＬＥＤ８ａに、
該ＬＥＤ８ａの発光制御信号に応じた電流を印加する。こうして、バックライト駆動回路
１０は、ＬＥＤ８ａを発光させる。
【００３０】
［ローカルディミング機能］
　この液晶表示装置２には、コントラスト性能の向上のため、ローカルディミング機能が
実装されている。本実施形態では、このローカルディミング機能は、コントローラＩＣ１
２に含まれる回路を示す図６により示される、特徴抽出回路１２ａ、輝度レベル算出回路
１２ｂ、及びバックライト制御回路１２ｃにより実現される。
【００３１】
　このローカルディミング機能により、単位領域に配置されたＬＥＤ８ａの発光がその単
位領域に対応する画素の画像データに基づいて制御され、その結果、単位領域に応じて、
その単位領域に配置されたＬＥＤ８ａの明るさが変化するようになっている。
【００３２】
　具体的には、特徴抽出回路１２ａが、単位領域ごとに、該単位領域に対応する各画素の
画像データに基づいて、後述の輝度レベルを取得するための基礎となる、基礎データを取
得する。例えば、特徴抽出回路１２ａは、単位領域ごとに、該単位領域に対応する各画素
の画像データの平均値を基礎データとして算出する。また、例えば、特徴抽出回路１２ａ
は、単位領域ごとに、該単位領域に対応する各画素の画像データのうちから最大の画像デ
ータを基礎データとして抽出する。なお、単位領域に対応する画素（正確には画素範囲）
は、内蔵メモリに予め記憶される情報により特定される。
【００３３】
　そして、輝度レベル算出回路１２ｂが、各単位領域の輝度レベル（輝度データ）を、該
単位領域の基礎データに基づいて算出する。例えば、輝度レベル算出回路１２ｂは、単位
領域の輝度レベルを、該単位領域の基礎データと、内蔵メモリに記憶されるデータと、に
基づいて算出する。ここで、上記データとしては、例えば、一つのＬＥＤ８ａが発光した
場合の輝度分布を示す分布データが用いられる。なお、本実施形態の場合、輝度レベルは
数値データであり、単位領域が明領域を多く含むほど、その輝度レベルが大きくなる。
【００３４】
　こうして、特徴抽出回路１２ａ及び輝度レベル算出回路１２ｂにより、単位領域ごとに
、該単位領域の輝度レベルが取得される。
【００３５】
　そして、バックライト制御回路１２ｃは、バックライト駆動回路１０に、各単位領域に
配置された４個のＬＥＤ８ａをその単位領域の輝度レベルに応じた輝度で発光させる。本
実施形態の場合、バックライト制御回路１２ｃは、輝度レベルが大きいほど高い輝度でＬ
ＥＤ８ａを発光させる。
【００３６】
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　具体的には、バックライト制御回路１２ｃは、単位領域ごとに、該単位領域に配置され
た４個のＬＥＤ８ａの発光制御信号を順次生成し、バックライト駆動回路１０に出力する
。この際、バックライト制御回路１２ｃは、単位領域に配置された４個のＬＥＤ８ａの発
光制御信号を、その単位領域の輝度レベルに基づいて生成する。例えば、バックライト制
御回路１２ｃは、単位領域の輝度レベルが高いほどその単位領域に配置されたＬＥＤ８ａ
に印加される電流が大きくなるように、各ＬＥＤ８ａの発光制御信号を生成する。また、
例えば、バックライト制御回路１２ｃは、単位領域の輝度レベルが高いほどその単位領域
に配置されたＬＥＤ８ａの点灯率が大きくなるように、各ＬＥＤ８ａの発光制御信号（バ
ルス信号）を生成する。その結果として、バックライト制御回路１２ｃは、単位領域の輝
度レベルが高いほどその単位領域に配置されたＬＥＤ８ａを高い輝度で発光させる。
【００３７】
　このローカルディミング機能により、明るい領域（以下、明領域）と暗い領域（以下、
暗領域）とを含む画像が表示される場合に、明領域を多く含む単位領域に配置されたＬＥ
Ｄ８ａが高い輝度で発光し、それ以外の単位領域に配置されたＬＥＤ８ａが低い輝度で発
光することとなる。例えば、図７に示す画像の場合、図８に示すように、明領域を多く含
む単位領域Ｂ４，Ｂ５，Ｂ６，Ｃ４，Ｃ５，Ｃ６，Ｄ４，Ｄ５，Ｄ６に配置されたＬＥＤ
８ａは高い輝度で発光するようになる。その結果、明領域の周辺の単位領域に配置された
ＬＥＤ８ａは発光しないか或いは発光しても低い輝度で発光するようになり、明領域の周
辺領域における光漏れが低減される。
【００３８】
［漏れ光利用機能］
　ここで、単位領域Ｂ４に着目する。図８に示すように、単位領域Ｂ４は、特にその右下
の部分（以下、部分Ｘ）に明領域を含んでいる。より詳しくは、単位領域Ｂ４の小領域ｓ
４（図４参照）付近が明領域になっている。
【００３９】
　部分Ｘの表示輝度を高くするためには、上述のローカルディミング機能をそのまま用い
て単位領域Ｂ４に配置されたＬＥＤ８ａを発光させることが考えられる。しかし、単位領
域Ｂ４に配置されたＬＥＤ８ａを発光させなくても、高い輝度で発光している単位領域Ｂ
５、Ｃ４，Ｃ５のＬＥＤ８ａの漏れ光を利用することで、部分Ｘの表示輝度を高くするこ
とが可能であると考えられる。
【００４０】
　この点、この液晶表示装置２にはローカルディミング機能だけでなく漏れ光利用機能が
実装されており、この漏れ光利用機能により、バックライト制御回路１２ｃが、単位領域
に配置されたＬＥＤ８ａの発光を、その単位領域からの距離が所定距離以下である他の単
位領域の輝度レベルが大きい場合、すなわち、他の単位領域に配置されたＬＥＤ８ａの漏
れ光を利用できる場合に、制限するようになっている。本実施形態では、バックライト制
御回路１２ｃが、単位領域に配置されたＬＥＤ８ａの発光を、その単位領域と隣接する他
の単位領域の輝度レベルが大きい場合に、制限するようになっている。
【００４１】
　その結果、単位領域Ｂ４に配置されたＬＥＤ８ａを発光させないようにしつつ、部分Ｘ
の表示輝度を高くすることができるようになっている。また、明領域の周辺領域における
光漏れがさらに低減されるようにもなっている。
【００４２】
　以下、この点について説明する。
【００４３】
　この液晶表示装置２では、漏れ光利用機能に関し、特徴抽出回路１２ａ及び輝度レベル
算出回路１２ｂにより、各単位領域の輝度レベルだけでなく、各小領域ｓ１～ｓ４の輝度
レベルも取得される。例えば、特徴抽出回路１２ａは、各小領域ｓ１～ｓ４の基礎データ
を、該小領域に対応する各画素の画像データに基づいて算出する。例えば、特徴抽出回路
１２ａは、小領域に対応する各画素の画像データの平均値を、その小領域の基礎データと
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して算出する。そして、輝度レベル算出回路１２ｂが、各小領域ｓ１～ｓ４の輝度レベル
（輝度データ）を、該小領域の基礎データと、内蔵メモリに記憶される上述の分布データ
と、に基づいて算出する。なお、単位領域の輝度レベルと同様に小領域の輝度レベルも数
値データであり、小領域が明領域を多く含むほど、その輝度レベルが大きくなる。
【００４４】
　そして、バックライト制御回路１２ｃは、漏れ光利用機能に関し、各ＬＥＤ８ａの発光
制御信号を生成する前に、各単位領域を対象に図９に示す動作を順次行う。
【００４５】
　以下、図９について説明する。ここでは、単位領域Ｘを対象に図９の動作が行われる場
合をとりあげる。
【００４６】
　まず、バックライト制御回路１２ｃは、単位領域Ｘが漏れ光を利用すべき領域か否かの
判定を行う。すなわち、バックライト制御回路１２ｃは、単位領域Ｘに、輝度レベルが第
１基準値以上である小領域（以下、明小領域と記載する）と、輝度レベルが第１基準値よ
り小さい小領域（以下、暗小領域）と、が混在するか否かを判定する（Ｓ１０１）。より
詳しくは、バックライト制御回路１２ｃは、単位領域Ｘに含まれる小領域ｓ１～ｓ４のう
ちの一部の小領域の輝度レベルが第１基準値以上であるか否か、または、小領域ｓ１～ｓ
４のうちの一部の小領域の輝度レベルが第１基準値より小さいか否か、を判定する。ここ
で第１基準値は、小領域に明領域が多く含まれているか否かの指標となる値である。
【００４７】
　単位領域Ｘに、明小領域と暗小領域とが混在していない場合、すなわち、単位領域Ｘに
含まれる全ての小領域の輝度レベルが第１基準値以上である場合、または、全ての小領域
の輝度レベルが第１基準値より小さい場合（Ｓ１０１のＮ）は、Ｓ１０６へ進む。
【００４８】
　一方、バックライト制御回路１２ｃは、単位領域Ｘに明小領域（明小領域ｓｘとする）
と暗小領域とが混在する場合（Ｓ１０１のＹ）、明小領域ｓｘに隣接する他の単位領域（
単位領域Ｙとする）の各々を対象に、Ｓ１０２及びＳ１０３に示す処理を行う。例えば、
単位領域Ｘが単位領域Ｂ４であり、且つ、明小領域ｓｘが小領域ｓ４である場合、単位領
域Ｂ５，Ｃ４，Ｃ５が単位領域Ｙに相当するので、バックライト制御回路１２ｃは、これ
らの単位領域の各々を対象に、Ｓ１０２及びＳ１０３に示す動作を行う。Ｓ１０２及びＳ
１０３のステップにより、単位領域Ｙの漏れ光が利用可能なほど明るいか否か、すなわち
、単位領域Ｙに配置されたＬＥＤ８ａが高い輝度で発光するか否か、が判定される。
【００４９】
　具体的には、バックライト制御回路１２ｃは、Ｓ１０２のステップにおいて、単位領域
Ｙに含まれるすべての小領域の輝度レベルが第１基準値以上であるか否かを判定する（Ｓ
１０２）。また、バックライト制御回路１２ｃは、Ｓ１０３のステップにおいて、単位領
域Ｙの輝度レベルが第２基準値以上であるか否かを判定する（Ｓ１０３）。ここで第２基
準値は、単位領域Ｙの漏れ光が利用可能なほど明るくなるか否かの指標となる値である。
通常、第２基準値は、第１基準値より大きな値に設定される。
【００５０】
　Ｓ１０２及びＳ１０３に示す動作を全ての単位領域Ｙに関して行うと、バックライト制
御回路１２ｃは、Ｓ１０４のステップに進む。
【００５１】
　Ｓ１０４のステップでは、バックライト制御回路１２ｃは、Ｓ１０２のステップでの判
定結果とＳ１０３のステップでの判定結果とに基づいて、漏れ光が利用可能なほど明るく
なる単位領域Ｙの有無を判定する（Ｓ１０４）。すなわち、バックライト制御回路１２ｃ
は、輝度レベルが第２基準値以上であり且つ全ての小領域の輝度レベルが第１基準値以上
である単位領域Ｙの有無を判定する。そして、その漏れ光が利用可能なほど明るくなる単
位領域Ｙがない場合（Ｓ１０４のＮ）、Ｓ１０６のステップに進み、その漏れ光が利用可
能なほど明るくなる単位領域Ｙがある場合（Ｓ１０４のＹ）、Ｓ１０５のステップに進む
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【００５２】
　単位領域Ｘが漏れ光を利用すべき領域でない場合、すなわち、単位領域Ｘに明小領域と
暗小領域とが混在していない場合（Ｓ１０１のＮ）、又は、単位領域Ｘに隣接するいずれ
の単位領域Ｙの漏れ光も利用可能なほど明るくならない場合（Ｓ１０４のＮ）、バックラ
イト制御部１２ｃは、Ｓ１０６のステップにおいて、上述のローカルディミング機能に従
って単位領域Ｘに配置された４個のＬＥＤ８ａの発光制御信号を生成し、バックライト駆
動回路１０に出力する（Ｓ１０６）。すなわち、単位領域Ｘに配置された４個のＬＥＤ８
ａの発光制御信号を、単位領域Ｘの輝度レベルに基づいて生成し、出力する。
【００５３】
　一方、バックライト制御回路１２ｃは、単位領域Ｘが漏れ光を利用すべき領域であり（
Ｓ１０１のＹ）、且つ、単位領域Ｘに隣接するいずれかの単位領域Ｙの漏れ光が利用可能
なほど明るくなる場合（Ｓ１０４のＹ）、Ｓ１０５のステップにおいて、漏れ光利用機能
に従って単位領域Ｘに配置された４個のＬＥＤ８ａの発光制御信号を生成し、バックライ
ト駆動回路１０に出力する（Ｓ１０５）。これにより、バックライト制御回路１２ｃは、
単位領域Ｘに配置されたこれらのＬＥＤ８ａの発光を制限し、その結果として、これらの
ＬＥＤ８ａが発光しなくなる。
【００５４】
　この漏れ光利用機能によれば、例えば、図７に示す画像の場合に、図１０に示すように
、単位領域Ｂ４、Ｂ６、Ｄ４、及びＤ６に配置されたＬＥＤ８ａが発光しなくなる。その
ため、ローカルディミング機能だけを用いた場合に比べ、明領域の周辺領域における光漏
れがより低減される。
【００５５】
　なお、本実施形態の場合、コントローラＩＣ１２は、図６に示すように、特徴抽出回路
１２ａ、輝度レベル算出回路１２ｂ、及びバックライト制御回路１２ｃの他に、輝度分布
算出回路１２ｄと、補正回路１２ｅと、を含む。
【００５６】
　輝度分布算出回路１２ｄは、各単位領域の輝度レベルに基づいて輝度分布を算出する。
すなわち、輝度分布算出回路１２ｄは、各画素の輝度を算出する。
【００５７】
　そして、補正回路１２ｅは、輝度分布に基づいて、単位領域の境界付近の表示輝度の差
が大きくなりすぎないよう、各画素の画像データを補正する。そして、補正回路１２ｅは
、タイミング信号とともに、補正後の各画素の画像データを、その画素の映像信号として
液晶パネル駆動回路６に出力することとなる。
【００５８】
　なお、本発明の実施形態は、上記実施形態だけに限らない。
【００５９】
　例えば、上記実施形態では、各単位領域には複数のＬＥＤが配置されていたが、各単位
領域に一つのＬＥＤが配置されていてもよい。
【００６０】
　また、第１基準値と第２基準値とは、同じ値であってもよい。
【符号の説明】
【００６１】
　２　液晶表示装置、４　液晶パネル、４ａ　画素電極、４ｂ　共通電極、４ｃ　薄膜ト
ランジスタ、６　液晶パネル駆動回路、６ａ　データライン駆動回路、６ｂ　ゲートライ
ン駆動回路、８　ＬＥＤバックライト、８ａ　ＬＥＤ、１０　バックライト駆動回路、１
２　コントローラＩＣ、１２ａ　特徴抽出回路、１２ｂ　輝度レベル算出回路、１２ｃ　
バックライト制御回路、１２ｄ　輝度分布算出回路、１２ｅ　補正回路。
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